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秋田県立大館高等学校定時制 学校だより

平成２７年度がスタートしました！

この写真は４月１０日（金）の午後７時３０分にグラウンド側から見た校舎です。

右下の照明がまぶしく見える４教室が定時制課程の教室です。年度初めの身体測定や

対面式などの各種行事が終わり、この日より授業が始まりました。新入生１９名、２

年生１１名、３年生９名、４年生２名、合計４１名の生徒がこの明かりの中で勉強し

ています。各教室には今年の個人目標が掲げられていました。

「仕事と両立する」「学校を休まない」「進路をちゃんと決めて卒業する」

「スマイル」「進学に向けて苦手な教科を少しでも克服する」

生徒が真剣に考え、自分の字で書いた言葉です。この一人一人の目標が実現できる

よう、職員一同、全力で指導します。保護者の皆様にはご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。

右の写真は２年 L 組の個人目標です
前期のクラス目標は「さわやかな挨拶と

ていねいな言葉遣いで生活しよう」です。



初めての給食
右の写真は今年度の新入生が初めて食べ

た４月８日の給食です。初めての高校、初

めての仲間たち、初めてづくしの中で食べ

る初めての給食は、味も分からないほど緊

張していたことでしょう。そんな中、給食

室に掲げられていた小さなメッセージボー

ドに気づいた人はいたでしょうか。栄養士

の若松さんから、皆さんへの歓迎のメッセ

ージとともに、今日の給食に関する「豆知

識、総カロリー、地場食材」などが紹介さ

れていました。皆さんの健康と成長を願っ

て毎日書かれています。皆さんぜひ注目し

てください。

学校栄養士の若松さん（左）と調理員の

桜庭さん（中央）と尾山さん（右）

「給食は私の学校に来る楽しみ」 ４年L組 齋藤 柊

私は、今年度４年生に編入してきました。４月６日に編入者の入学式があり、少し緊張しながら定時制の教

室へと入りました。入学式が終わり、給食の時間となり、まだ緊張していた私は、「一人で食べることになるの

かな」と少し不安も有りながら給食室へと入りました。しかし、その不安はすぐに吹き飛びました。調理員の

方々に声を掛けて頂き、在校生や先生方も優しく迎えてくれました。そして、給食の内容にも驚きました。バ

ランスのとれた給食になっていることはもちろん、生徒にあわせ「大盛り」「並盛り」「小盛り」が選べるので

す。仕事終わりの通学で腹ぺこの私にはこのサービスには驚きを越え感動しました。みなさんが何気なく食べ

ている毎日の給食は、調理員の方々が私たちより早く来て、私たちが授業が終わる頃に温かい状態で提供でき

るように調理してくださっているのです。皆さん、調理員の方々に感謝し、給食を残さず食べましょう。この

日から給食は私の学校に来る楽しみの一つになりました。

「給食が楽しみで仕方がない」 １年L組 関口裕馬

私は４月８日に初めて定時制の給食を食べた。思っていた以上においしかった。栄養もしっかり考えてくれ

て、彩りや見た目も素晴らしいし、友達と食べるとおいしく感じる。毎日の給食が楽しみでしょうがない。私

たちの健康へ気を配り、安全面を配慮しながら毎日作ってくれていることに感謝して食べたいです。これから

もよろしくお願いします。


